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今
年
６
月
の
情
報
交
換
会
に

お
い
て
参
加
会
員
管
理
組
合
理

事
長
様
か
ら
、
管
理
費
の
滞
納

が
増
加
傾
向
に
あ
り
理
事
会
と

し
て
も
そ
の
回
収
に
苦
労
し
て

い
る
。
滞
納
者
に
対
す
る
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
無
い
か
と
の
お

話
を
頂
き
、
参
考
ま
で
に
作
成

し
て
み
ま
し
た
。

・
平
成
25
年
度
の
国
交
省
マ
ン

シ
ョ
ン
総
合
調
査
に
よ
る
と
、

管
理
費
等
を
３
ヶ
月
以
上
滞
納

し
て
い
る
住
戸
の
あ
る
管
理
組

合
が
37
％
・
６
ヶ
月
以
上
の
管

理
組
合
が
22
・
７
％
・
１
年
以

上
の
管
理
組
合
が
15
・
９
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

築
年
数
が
古
い
、
又
総
戸
数

規
模
が
大
き
い
マ
ン
シ
ョ
ン
程

パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
は
高
く
な
る

傾
向
に
あ
り
、
滞
納
問
題
は
、

マ
ン
シ
ョ
ン
ト
ラ
ブ
ル
全
体
の

27
・
２
％
を
占
め
る
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
、
滞
納
初
期
段
階
の
対
応
と

は

・
滞
納
が
発
生
し
た
ら
、
①
す

ぐ
文
書
で
未
納
催
促
を
し
ま

す
。
素
早
い
対
応
が
必
要
で

す
。
文
書
を
出
し
て
も
支
払
が

無
い
場
合
に
は
、
②
電
話
を
掛

け
て
催
促
を
し
ま
す
。

・
電
話
で
催
促
を
す
る
と
き
の

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
電
話
の
会
話
内
容
を
メ
モ
に

取
る
。
②
滞
納
者
の
都
合
に
配

慮
し
、
迷
惑
に
な
ら
な
い
時
間

帯
を
選
ん
で
電
話
を
か
け
る
。

③
感
情
的
に
な
ら
ず
冷
静
に
対

応
す
る
。
電
話
を
掛
け
て
も
支

払
が
無
い
場
合
は
、
直
接
会
っ

て
催
促
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

・
直
接
会
っ
て
支
払
督
促
を
す

る
と
き
の
三
つ
の
重
要
な
ポ
イ

ン
ト

①
役
員
数
名
で
訪
問
し
、
そ
の

時
の
話
の
内
容
を
正
確
に
記
録

に
の
こ
す
。
②
支
払
を
し
な
い

理
由
を
確
認
す
る
（
回
収
の
為

の
後
々
の
対
応
を
検
討
す
る
時

の
参
考
に
な
り
ま
す
）
③
領
収

書
を
持
参
す
る
。（
訪
問
し
た

時
、
そ
の
場
で
支
払
っ
て
く
れ

る
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
）

ま
た
、
そ
の
場
で
支
払
い
が

無
く
て
も
支
払
う
意
思
が
あ
る

な
ら
約
束
を
取
り
付
け
る
事
も

大
切
で
す
。
こ
の
時
口
約
束
だ

け
で
な
く
支
払
い
合
意
書
を
取

り
交
わ
す
、
又
可
能
で
あ
れ

ば
、
公
正
証
書
に
す
る
事
が
望

ま
し
い
で
す
。

「
公
正
証
書
」
に
は
、
約
束

が
守
ら
れ
な
い
場
合
に
、
直
ち

に
強
制
執
行
が
出
来
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

（
注
）

・
同
じ
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
民
同

士
、
支
払
い
督
促
す
る
の
が
嫌

で
先
送
り
に
な
り
が
ち
で
す

が
、
素
早
く
対
応
す
る
事
が
肝

要
で
す
。

滞
納
を
放
置
し
て
お
く
と
他

の
組
合
員
の
滞
納
を
誘
発
す
る

事
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
又
、
委

託
管
理
の
管
理
組
合
は
、
管
理

会
社
が
対
応
し
ま
す
が
管
理
委

託
契
約
書
の
内
容
を
し
っ
か
り

と
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

２
、
滞
納
中
期
段
階
の
対
応
と

は・
支
払
督
促
を
続
け
て
三
ヶ
月

間
支
払
い
が
無
い
場
合
は
、
中

間
段
階
に
入
っ
た
と
考
え
、
手

続
き
方
法
も
内
容
証
明
郵
便
に

よ
る
督
促
に
し
ま
す
。

（
注
）

・
内
容
証
明
郵
便
に
よ
る
督
促

を
受
け
る
と
、
滞
納
者
は
管
理

組
合
が
強
硬
な
態
度
で
請
求
し

て
い
る
と
感
じ
、
支
払
い
に
応

じ
る
事
も
多
い
よ
う
で
す
。

更
に
、
弁
護
士
が
管
理
組
合

の
代
理
人
と
し
て
出
す
と
半
分

く
ら
い
の
滞
納
者
が
支
払
っ
て

く
れ
ま
す
が
、
相
手
方
に
届
い

て
い
な
い
と
争
い
に
な
る
場
合

が
あ
る
為
、
必
ず
配
達
証
明
付

で
出
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

３
、
法
的
手
続
き
の
段
階
で
は

・
内
容
証
明
郵
便
を
出
し
て
も

支
払
が
無
い
と
き
は
、
法
的
手

続
き
の
段
階
に
き
て
い
る
と
考

え
ま
す
。

・
法
的
手
続
き
の
方
法
に
は
、

①
支
払
督
促　

②
少
額
訴
訟　

③
先
取
り
特
権
の
実
行　

④
通

常
訴
訟
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

（
注
）

①
法
的
手
続
き
は
、
管
理
組
合

が
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
弁
護
士
に
依
頼
す

る
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
け
る
管
理
費
他
滞
納
対
策

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

埼
管
ネ
ッ
ト　

会
長　

佐
々
木　

一

納得、安心のできる管理
☆ 総合管理の受託から自主管理の応援まで
☆ 管理組合のニーズに合った管理システム
☆ 木目の細かい対応が出来ます

日本高層管財株式会社
本社東京都渋谷区代々木1-19-12新代々木ビル4階 〒151-0053
　　ＴＥＬ03-5388-4471（代）　ＦＡＸ03-5388-6463
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②
法
的
手
続
き
を
取
る
場
合
、

事
前
に
総
会
の
決
議
が
必
要
に

な
り
ま
す
。（
区
分
所
有
法
第

26
条
第
４
項
）
但
し
、
管
理
規

約
で
別
の
定
め
が
あ
れ
ば
構
い

ま
せ
ん
。

（
注
）

・
私
と
し
て
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン

の
維
持
管
理
・
運
営
の
為
、
滞

納
回
収
は
大
切
で
あ
る
が
、
如

何
に
し
て
滞
納
を
発
生
さ
せ
な

い
か
？

区
分
所
有
者
に
対
す
る
滞
納

未
然
防
止
策
を
検
討
作
成
し
、

引
継
い
だ
理
事
会
が
常
に
確
認

を
す
る
事
の
方
が
大
切
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

﹁
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
費

滞
納
問
題
﹂

１
、
区
分
所
有
法
第
₁₉
条
⋮

︵
共
用
部
分
の
負
担
及
び
利
益

収
受
︶

・
各
共
有
者
は
、
規
約
に
別
段

の
定
め
が
な
い
限
り
そ
の
持
分

に
応
じ
て
、
共
用
部
分
の
負
担

に
任
じ
、
共
用
部
分
か
ら
生
ず

る
利
益
を
収
取
す
る
。

２
、
区
分
所
有
法
第
₂₁
条
⋮

︵
共
用
部
分
に
関
す
る
規
定
の

準
用
︶

・
建
物
の
敷
地
ま
た
は
、
共
用

部
分
以
外
の
付
属
施
設
「
こ
れ

に
関
す
る
権
利
も
含
む
」
が
、

区
分
所
有
者
の
共
有
に
属
す
る

場
合
に
は
、
第
17
条
（
共
用
部

分
の
変
更
）・
第
18
条
（
共
用

部
分
の
管
理
）・
第
1９
条
ま
で

の
規
定
は
、
そ
の
敷
地
ま
た

は
、
附
属
施
設
に
準
用
す
る
。

＊
上
記
に
よ
り
、
区
分
所
有
者

は
法
律
上
か
ら
も
共
用
部
分
の

管
理
経
費
を
負
担
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

＊
管
理
費
滞
納
防
止
策
と
し

て
、
所
有
者
の
支
払
い
順
位
を

上
位
に
す
る
意
識
づ
け
で
あ

り
、
徴
収
者
で
あ
る
管
理
組
合

の
取
り
込
み
姿
勢
を
明
確
に
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

⑴　

滞
納
状
況
の
確
認

１
）
振
替
口
座
手
続
き
の
不

備
・
失
念

２
）
破
算
・
勤
務
先
の
倒
産
・

リ
ス
ト
ラ
等
に
よ
る
生
活
困
窮

３
）
行
方
不
明

４
）
管
理
会
社
へ
の
不
満
・
理

事
会
へ
の
不
満

５
）
競
落
人
の
支
払
い
拒
否

６
）
意
図
的
な
支
払
拒
否

＊
理
事
会
と
し
て

１
）
触
れ
た
く
な
い
・
滞
納
状

況
を
把
握
し
て
い
な
い

２
）
管
理
会
社
任
せ
で
あ
り
、

監
督
状
況
も
把
握
し
て
い
な
い

３
）
長
期
に
な
る
ま
で
放
置
状

態
で
あ
り
、
問
題
を
複
雑
に
し

て
い
る

４
）
滞
納
者
の
状
況
が
分
か
ら

な
い

５
）
感
情
的
に
な
っ
て
居
る

＊
ポ
イ
ン
ト

１
）
滞
納
者
の
状
況
の
確
認
が

重
要

２
）
早
期
に
行
動
を
起
こ
す
こ

と
が
重
要

３
）
状
況
に
よ
り
面
談
が
必
要

４
）
監
督
は
約
束
を
実
行
、
守

っ
て
欲
し
い
旨
を
連
絡
す
る

５
）
管
理
会
社
の
監
督
状
況
を

把
握
す
る
（
委
託
契
約
書
の
確

認
）

６
）
滞
納
は
管
理
が
重
要

７
）
状
況
に
よ
り
法
的
処
置
も

や
む
を
得
な
い

＊
管
理
費
他
滞
納
回
収
に
は
、

滞
納
者
直
接
督
促
の
場
合
と
新

所
有
者
等
、
引
継
相
続
人
へ
請

求
す
る
場
合
と
が
あ
る
。

＊
滞
納
対
策

・
滞
納
は
、
組
合
活
動
の
「
健

全
な
運
営
」
に
支
障
を
き
た
す

瑕
疵
的
課
題
と
し
て
と
ら
え
、

積
み
上
が
る
前
に
摘
み
取
る
方

策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。管

理
会
社
の
担
当
者
は
滞
納

該
当
者
の
実
態
（
対
応
）
を
最

優
先
の
課
題
と
し
て
該
当
者
氏

名
及
び
経
緯
を
理
事
会
に
報
告

す
る
。

理
事
会
は
、
重
要
事
項
と
し

て
順
次
駐
車
場
解
約
・
滞
納
住

戸
番
号
告
知
・
法
的
対
応
は
当

然
と
し
て
決
議
、
粛
々
と
し
て

執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
、
滞
納
策
と
し
て
、
事
前
に

以
下
の
条
件
が
管
理
規
約
に
規

定
さ
れ
て
い
る
事
が
条
件
で
あ

る
が
、
該
当
者
に
告
知
の
上
処

置
を
講
ず
る
。

１
）
滞
納
３
ヶ
月
で
、
駐
車
場

解
約
、
駐
車
場
解
約
を
掲
示
、

車
両
は
レ
ッ
カ
ー
移
動
す
る
。

駐
車
場
が
賃
貸
人
の
場
合

は
、
該
当
区
分
所
有
者
に
周
知

の
上
こ
れ
に
準
ず
る
。

�

（
組
合
管
理
規
約
の
内
規
）

２
）
滞
納
４
ヶ
月
で
、
住
戸
番

号
の
広
報
、
法
的
手
続
き
を
開

始
す
る
。

つ
づ
く
（
次
号
は
法
的
手
続

き
に
つ
い
て
）
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を超えた永いお付き合いを実現しています。 

首都圏マンションリニューアル事業部 

〒105-0003 東京都港区西新橋 3-11-1 

TEL03-3433-0503 FAX03-3433-0535 
U R L： ht t p : / / W W W . K E N S O . C O . J P 

東北支店 千葉支店 横浜支店 中部支店 関西支店 札幌営業所 福岡営業所 

❏大規模修繕工事 

❏給排水設備工事 

❏各種防水工事 

❏防音工事 

❏内装工事 

❏建物・設備診断 
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東
京
都
住
宅
政
策
審
議
会

は
、
舛
添
要
一
都
知
事
か
ら
、

「
人
口
減
少
社
会
に
向
か
う
中
、

住
宅
政
策
の
新
た
な
展
開
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
」
と
の
諮
問
を

受
け
、
特
に
、「
広
く
普
及
し

て
い
る
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
は
、
老
朽
化
し
た
ス
ト
ッ
ク

が
今
後
急
増
す
る
見
込
み
で
あ

り
、
管
理
の
適
正
化
や
円
滑
な

再
生
に
向
け
た
取
組
み
の
強
化

が
必
要
」
と
し
て
、
今
後
の
マ

ン
シ
ョ
ン
の
施
策
の
在
り
方
等

に
つ
い
て
、
審
議
会
と
し
て
の

意
見
を
求
め
ら
れ
た
。
審
議
会

は
、
平
成
27
年
９
月
３
日
に
知

事
に
答
申
。
内
容
は
、
東
京
都

の
事
と
は
い
え
、
他
地
域
の
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に
も
参
考
と
な

る
事
項
が
多
く
紹
介
し
ま
す
。

１
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
こ

の
17
年
間
で
倍
増
、
約
１
６
８

万
戸
に
達
し
、
う
ち
昭
和
56
年

以
前
の
旧
耐
震
基
準
が
約
36
万

戸
あ
る
。
更
に
そ
の
う
ち
、
昭

和
46
年
以
前
の
旧
々
耐
震
基
準

で
建
築
さ
れ
た
も
の
は
約
７
万

戸
あ
り
、
都
心
部
や
多
摩
地
区

に
多
い
。

高
経
年
マ
ン
シ
ョ
ン
の
状
況

を
み
る
と
、
着
工
か
ら
40
年
以

上
経
過
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
の
戸

数
は
平
成
25
年
末
時
点
で
、

12
・
６
万
戸
で
あ
る
が
約
４
割

が
現
行
の
容
積
率
制
限
に
適
合

し
て
お
ら
ず
、
建
替
え
が
進
ま

な
け
れ
ば
、
10
年
後
の
平
成
35

年
に
は
、
約
３
・
４
倍
の
42
・

８
万
戸
迄
急
増
す
る
見
込
み
と

な
っ
て
居
る
。

２
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
購
入
者

は
、
都
が
平
成
22
年
度
に
都
内

在
住
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
区
分
所

有
者
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
購
入

時
に
重
視
し
た
事
項
と
し
て

「
立
地
」「
販
売
価
格
」「
間
取

り
・
方
角
」
の
順
位
高
く
な
っ

て
お
り
、「
管
理
費
」「
修
縫
積

立
金
の
額
」
や
「
維
持
管
理
に

対
し
て
の
配
慮
」
等
は
低
い
。

３
、
都
の
実
態
調
査
で
は
、
築

年
数
の
経
過
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン

程
、
高
齢
化
や
賃
貸
化
が
進
み

区
分
所
有
者
の
管
理
組
合
活
動

へ
の
参
加
が
困
難
と
な
り
、
管

理
に
無
関
心
な
居
住
者
が
増

え
、
役
員
の
成
り
手
が
い
な
く

な
る
な
ど
、
管
理
上
の
問
題
が

多
く
見
ら
れ
る
。

４
、
民
間
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

全
国
の
建
替
え
が
実
施
さ
れ
た

マ
ン
シ
ョ
ン
（
平
成
26
年
６
月

ま
で
に
竣
工
し
た
物
件
）
は
２

０
２
件
で
、
約
６
割
の
１
１
７

件
が
都
内
の
物
件
。
こ
の
う
ち

約
９
割
の
１
０
６
件
が
区
の
物

件
で
、
こ
れ
ま
で
に
都
内
の
建

替
え
が
実
現
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン

は
、
建
て
替
え
時
の
平
均
築
後

年
数
が
約
40
年
で
あ
り
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
駅
か
ら
の
距
離
が

近
い
、
敷
地
が
広
い
、
容
積
率

に
余
裕
が
あ
る
。

還
元
率
（
従
前
権
利
床
面
積

に
対
す
る
追
加
負
担
な
し
で
、

取
得
で
き
る
従
後
権
利
床
面
積

の
割
合
）
が
高
い
等
、
条
件
に

恵
ま
れ
て
い
る
。

＊
区
分
所
有
者
の
役
割

①
管
理
は
、
全
員
が
共
同
で
行

う
事
が
原
則
で
す
。
管
理
組
合

の
業
務
は
「
財
産
管
理
」
で
あ

る
と
の
発
言
も
あ
る
よ
う
に
、

無
理
解
、
無
関
心
で
参
加
し
な

い
こ
と
は
、
自
分
の
財
産
を
損

ね
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
快
適
な
住
環
境
の
維
持
・
向

上
の
為
、
自
分
か
ら
組
合
活
動

に
積
極
的
に
参
加
」
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

③
組
合
業
務
は
、
決
し
て
難
し

い
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
理
解

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の
基
本
的

ル
ー
ル
は
、「
管
理
規
約
」
で

す
。
総
会
の
際
に
は
持
参
し
ま

し
よ
う
。

＊
ま
と
め
と
し
て

管
理
組
合
は
、
組
合
員
が
組

合
活
動
に
興
味
を
持
つ
よ
う
な

良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
マ
ン

シ
ョ
ン
に
住
む
人
が
共
同
意
識

を
持
っ
て
共
同
生
活
を
営
む
集

団
」
を
構
成
し
、
合
意
形
成
の

為
の
条
件
を
整
え
、
日
頃
の
生

活
の
中
か
ら
、
気
軽
に
参
加
で

き
る
よ
う
な
環
境
を
作
っ
て
お

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

即
ち
、
管
理
組
合
は
、
各
区

分
所
有
者
の
意
志
の
「
合
意
」

に
よ
っ
て
、
管
理
を
行
う
も
の

で
す
か
ら
、
組
合
員
は
、
管
理

組
合
の
一
員
と
し
て
組
合
運
営

に
積
極
的
に
参
加
す
る
等
そ
の

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
大
切
で

す
。

会
長　

佐
々
木　

一

東
京
都
住
宅
政
策
審

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
問
題
点
と
管
理
・
再
生
提
言
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管
理
組
合
の
運
営
に
は
、
そ

の
業
務
を
規
約
に
明
示
し
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。「
マ
ン

シ
ョ
ン
標
準
管
理
規
約
（
単
棟

型
）」
に
拠
る
と
、
管
理
組
合

の
業
務
は
第
32
条
十
五
号
で

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も
配

慮
し
た
居
住
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
」
が
加
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
管
理
組
合
運

営
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る

標
準
管
理
規
約
は
平
成
16
年

６
月
15
日
の
改
正
で
、
管
理
組

合
の
置
か
れ
た
情
勢
を
踏
ま

え
、「
日
常
的
な
ト
ラ
ブ
ル
の

未
然
防
止
や
、
大
規
模
修
繕
工

事
等
の
円
滑
な
実
施
の
た
め

に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
」
が
必
須
と
い
う
こ
と
で
追

加
。
具
体
的
に
は
、
居
住
者
間

で
行
う
行
事
（
懇
親
会
等
）、

地
域
の
行
事
（
祭
り
等
）
で
マ

ン
シ
ョ
ン
居
住
者
と
地
域
の

人
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
目
的
で
参
加
費
用
等

を
管
理
組
合
か
ら
支
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
し
ま
し
た
。

会
議
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
！

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
お
祭
り

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
系
だ
け
で
は

な
く
、
総
会
、
理
事
会
、
委
員

会
な
ど
の
会
議
そ
の
も
の
も
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
醸
成
に
役
立
ち

ま
す
。
そ
れ
ら
会
議
の
準
備
、

議
論
、
決
定
、
実
行
な
ど
は
、

仲
間
と
の
協
力
、
交
流
、
学
習

な
ど
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
を
強
固
に
し
ま
す
。

管
理
組
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

は
、
大
規
模
修
繕
工
事
な
ど
の

準
備
段
階
か
ら
竣
工
ま
で
の
困

難
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
合
意

を
、
区
分
所
有
者
か
ら
得
る
の

に
と
て
も
有
効
に
働
き
ま
す
。

管
理
組
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

管
理
組
合
運
営
に
と
っ
て
不
可

欠
な
の
で
す
。

規
約
変
更
の
ア
プ
ロ
ー
チ

規
約
を
変
更
す
る
場
合
、
規

約
の
条
文
を
ど
う
し
よ
う
か
と

か
、
標
準
管
理
規
約
を
そ
の
ま

ま
に
し
よ
う
と
い
う
ア
プ
ロ
ー

チ
は
得
策
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
自
分
た
ち
の
マ
ン
シ

ョ
ン
の
特
徴
や
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

を
、
み
ん
な
で
考
え
る
こ
と
か

ら
取
り
組
み
た
い
も
の
で
す
。

つ
ま
り
、
木
で
言
え
ば
根
や
幹

を
整
え
る
こ
と
。
骨
格
を
し
っ

か
り
と
創
り
上
げ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
そ
の
後
、
そ
れ
に
基

づ
い
た
規
約
を
、
区
分
所
有
法

の
枠
内
に
お
い
て
標
準
管
理
規

約
を
参
考
に
し
、
ま
た
、
他
の

管
理
組
合
の
運
営
上
の
考
え
方

と
そ
の
規
約
を
学
ぶ
事
例
研
究

は
、
と
て
も
よ
い
学
習
方
法

で
、
十
分
に
参
考
に
価
す
る
と

思
い
ま
す
。

不
可
解
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
条
項

削
除国

交
相
は
平
成
24
年
１
月

に
、
福
井
秀
夫
・
政
策
研
究
大

学
院
大
学
教
授
を
座
長
に
「
マ

ン
シ
ョ
ン
の
新
た
な
管
理
ル
ー

ル
に
関
す
る
検
討
会
」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
福
井
氏
は
「
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
は
不
要
」
と
い
う
こ
と
で
、

標
準
管
理
規
約
の
管
理
組
合
の

業
務
か
ら
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
条
項
」
の
削
除
を
進
め
よ
う

と
し
、
埼
管
ネ
ッ
ト
等
の
管
理

組
合
団
体
等
に
よ
る
反
論
は
、

あ
っ
と
い
う
間
に
広
が
り
、
埼

管
ネ
ッ
ト
が
所
属
す
る
全
国
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
連
合
会

も
、
マ
ン
シ
ョ
ン
学
会
な
ど
と

共
同
で
緊
急
声
明
を
出
す
な
ど

の
反
対
活
動
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
マ
ン
シ
ョ
ン

の
基
本

先
述
の
よ
う
に
良
好
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い
る
マ

ン
シ
ョ
ン
は
、
合
意
形
成
が
比

較
的
う
ま
く
い
く
傾
向
に
あ
り
、

暮
ら
し
や
す
く
資
産
価
値
も
安

定
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
な
ぜ
福
井
氏
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
条
項
削
除
に
固
執
し
て
い

る
の
か
が
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

国
交
省
は
10
月
に
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
求
め
る
よ
う
で

す
。
管
理
組
合
の
皆
さ
ま
は
、

ぜ
ひ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
こ

そ
マ
ン
シ
ョ
ン
の
居
住
価
値
を

高
め
る
大
き
な
柱
で
あ
る
こ
と

を
再
認
識
し
、
そ
の
旨
の
意
見

を
国
交
省
に
発
す
る
こ
と
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

�

諮
問
委
員　

柿
沼
英
雄

管
理
組
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
規
約
を
考
え
る
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︻
総
務
省
の
動
き
︼

今
年
の
５
月
12
日
に
総
務
省

よ
り
、
各
都
道
府
県
総
務
担
当

部
局
長
へ
、
標
題
に
関
わ
る
通

知
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
都
市
部
へ
人

口
の
流
動
化
が
進
む
こ
と
で
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
益
々

希
薄
に
な
り
、
孤
独
死
や
社
会

的
孤
立
問
題
が
深
刻
化
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱
体
化
に
つ
な

が
る
事
を
危
惧
し
て
い
る
も
の

で
、
昨
年
度
、「
都
市
部
に
お

け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
方

策
に
関
す
る
研
究
会
（
座
長
：

河
合
克
義 

明
治
学
院
大
学
社

会
学
部
教
授
）」
と
し
て
計
５

回
開
催
さ
れ
、
マ
ン
シ
ョ
ン
住

民
の
地
域
と
の
つ
な
が
り
や
、

災
害
弱
者
等
の
名
簿
保
有
の
問

題
を
中
心
と
し
た
防
災
面
に
お

け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
な

ど
と
い
っ
た
都
市
部
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い

て
調
査
研
究
が
行
わ
れ
、
地
域

自
治
の
重
要
性
に
つ
い
て
着
目

し
、
そ
れ
を
担
う
多
様
な
主
体

の
一
つ
と
し
て
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
組
合
の
存
在
は
大
き
い
と
結

論
づ
け
て
い
ま
す
。

︻
国
交
省
の
動
き
︼

そ
れ
に
対
し
て
、
国
交
省
で

は
平
成
24
年
１
月
か
ら
27
年
２

月
ま
で
途
中
２
年
半
の
中
断
を

挟
み
合
計
11
回
の
研
究
会
を
経

て
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
新
た
な
管

理
ル
ー
ル
に
関
す
る
検
討
会
」

（
座
長
：
福
井
秀
夫
・
政
策
研

究
大
学
院
大
学
教
授
）
が
終
了

し
ま
し
た
。
最
終
と
り
ま
と
め

と
し
て
、
現
在
は
標
準
管
理
規

約
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
「
第

34
条
（
管
理
組
合
の
業
務
）

（
15
）
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

も
配
慮
し
た
居
住
者
間
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
形
成
」
の
条
項
を
削

除
す
る
相
反
す
る
意
見
が
同
時

期
に
出
さ
れ
ま
し
た
。

︻
管
理
組
合
は
ど
う
対
応
す
る
︼

仮
に
管
理
組
合
と
自
治
会
が

独
立
し
て
存
在
す
る
マ
ン
シ
ョ

ン
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
杓

子
定
規
に
捉
え
、
夫
々
の
領
域

に
踏
み
込
ん
で
行
動
す
る
思
考

を
停
止
し
て
し
ま
っ
た
ら
一
体

ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ

う
か
？

例
え
ば
今
ま
で
、
自
治
会
が

主
催
し
て
い
た
秋
祭
り
に
管
理

組
合
費
か
ら
掛
か
る
費
用
を
捻

出
し
て
い
た
が
、
そ
れ
を
取
り

や
め
る
等
の
話
が
出
な
い
と
も

限
り
ま
せ
ん
。

管
理
組
合
と
自
治
会
は
車
の

両
輪
で
す
。
東
日
本
大
震
災
で

は
、マ
ン
シ
ョ
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
は
地
域
と
の
連
携
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
ス
ム
ー
ズ
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
る
管
理

組
合
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
応
に
も
大
き

な
力
を
発
揮
し
ま
す
。

︻
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
︼

１
．
管
理
組
合
を
は
じ
め
多
様

な
主
体
が
担
う
地
域
自
治
の
重

要
性
に
つ
い
て

●
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
る
た

め
に
は
行
政
の
活
動
＋
地
域
住

民
同
士
の
つ
な
が
り
や
助
け
合

い
が
不
可
欠
。

●
特
に
都
市
部
に
お
い
て
は
、

マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
多
様
な
住
居

形
態
が
あ
り
、
ま
た
住
民
の
転

出
入
が
多
く
、
生
活
様
式
が
多

様
で
様
々
な
価
値
観
を
有
す
る

人
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

●
地
域
の
見
守
り
活
動
や
生
き

が
い
づ
く
り
、
防
犯
、
環
境
対

策
な
ど
、
自
治
会
等
が
地
域
に

お
い
て
果
た
す
役
割
は
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。
こ
う
し
た
防
災

面
で
の
活
動
を
契
機
と
し
て
、

平
時
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し

て
の
一
体
感
の
形
成
を
図
り
、

そ
の
他
の
課
題
に
対
し
て
も
協

働
で
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
。

２
．
行
政
に
よ
る
部
局
横
断
的

な
取
組
み
の
重
要
性

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
地
域
に
お

い
て
果
た
す
役
割
は
多
岐
に
わ

た
っ
て
お
り
、
行
政
と
し
て

も
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
的
に
地
域

と
の
調
整
や
支
援
を
行
う
窓
口

や
、
地
域
か
ら
の
相
談
・
要
望

を
庁
内
で
連
携
し
て
調
整
す
る

場
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、

行
政
内
部
だ
け
で
な
く
、
専
門

的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
関
係

団
体
と
も
連
携
し
て
、
一
体
的

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重

要
。
以
上
抜
粋

�

（
埼
管
ネ
ッ
ト
事
務
局
）

首 都 圏 マ ン シ ョ ン リ ニ ュ ー ア ル 事 業 部

〒105-0003 東京都港区西新橋３丁目１１番１号
TE L  0 3 - 3 4 3 3 - 0 5 0 3  F A X  0 3 - 3 4 3 3 - 0 5 3 5
Ｕ Ｒ Ｌ ： h t t p : / / W W W . K E N S O . C O . J P /

◎ 大規模修繕工事  
◎ 各種防水工事   
◎ 内装工事     

東北支店・千葉支店・横浜支店・中部支店 
関西支店・札幌営業所・福岡営業所 

～ Total でご提案します ～ 

大規模修繕工事から設備改修工事、内装リフォーム、

充実したアフターメンテナンス体制で培った信頼が、

世代を超えた永いお付き合いを実現しています。 

◎ 給排水設備工事 
◎ 防音工事 
◎ 建物・設備診断 

都
市
部
を
は
じ
め
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展

に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
事
項
に
つ
い
て
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
組
合
は
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
？
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連
載 
私
の
町
は
ど
ん
な
町
�

�

│
戸
田
市
│

戸
田
市
は
武
蔵
野
台
地
の
縁

に
沿
っ
て
西
か
ら
東
へ
流
れ
て

い
る
荒
川
で
、
西
も
南
も
Ｌ
字

状
に
二
方
を
囲
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
上
北
と
東
の
大
宮
大

地
と
武
蔵
野
台
地
の
間
に
広
が

る
沖
積
地
で
、
粘
土
質
の
表
土

で
覆
わ
れ
、
そ
の
下
に
は
三
〇

米
～
四
〇
米
の
沖
積
層
が
厚
く

堆
積
し
て
い
ま
す
。

昭
和
五
七
年
の
新
幹
線
・
埼

京
線
建
設
に
伴
う
比
較
的
高
台

に
あ
っ
た
「
鍛
治
谷
・
新
田
口

遺
跡
」
の
調
査
に
よ
る
と
、
こ

の
遺
跡
の
最
も
高
い
と
こ
ろ
が

標
高
約
三
米
だ
っ
た
こ
と
か
ら

戸
田
市
が
い
か
に
高
低
差
の
な

い
荒
川
低
地
で
あ
っ
た
こ
と
が

判
り
ま
す
。
従
っ
て
今
か
ら
六

〇
〇
〇
年
前
、
縄
文
時
代
前
期

の
頃
は
、
全
域
海
水
面
下
に
沈

ん
で
い
ま
し
た
。

戸
田
市
西
部
の
荒
川
左
岸
で

は
弥
生
時
代
の
後
期
に
や
っ
と

集
落
が
構
成
さ
れ
て
い
た
遺
跡

が
見
ら
れ
ま
す
。

初
め
て
行
政
区
が
確
立
さ
れ

た
六
五
〇
年
頃
、
武
蔵
国
が
成

立
し
、
戸
田
市
は
足
立
郡
に
属

し
「
堀
津
郷
」
と
「
大
里
郷
」

の
郷
域
が
あ
り
ま
し
た
。
一
郷

の
人
口
は
約
一
二
〇
〇
人
～
一

三
〇
〇
人
と
さ
れ
て
い
る
の
で

戸
田
市
域
の
人
口
は
二
五
〇
〇

人
位
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま

す
。八

世
紀
中
期
、
荘
園
領
主
が

生
れ
、
有
力
豪
族
が
権
力
と
共

に
武
士
化
し
て
き
ま
す
。

戸
田
で
は
鎌
倉
時
代
に
、

佐
々
目
太
郎
、
戸
田
兵
衛
尉
茂

平
が
活
躍
し
、
現
在
の
笹
目
や

戸
田
と
い
う
地
名
の
元
に
な
っ

て
い
ま
す
。

鎌
倉
幕
府
の
成
立
と
共
に
鎌

倉
を
起
点
に
し
た
街
道
が
整
備

さ
れ
、
関
東
西
部
を
北
上
す
る

「
上
か
み
つ

道み
ち

」、
奥
州
へ
通
じ
る

「
中
な
か
つ

道み
ち

」、
東
の
太
平
洋
岸
を

北
上
す
る
「
下
し
も
つ

道み
ち

」
が
出
来

て
戸
田
市
内
に
は
中
道
の
枝
道

が
あ
り
ま
し
た
。

新
編
武
蔵
風
土
記
の
足
立
郡

下
笹
目
の
頃
に
「
村
内
一
条
ノ

往
還
ア
リ
美
女
木
村
ヨ
リ
早
瀬

ノ
渡
（
今
の
笹
目
橋
の
上
流
付

近
）
へ
達
ス
。
是
、
古
ヘ
ノ
鎌

倉
街
道
ト
云
ウ
」
と
あ
り
ま

す
。一

三
三
三
年
足
利
尊
氏
は
、

鎌
倉
の
北
条
時
行
を
破
り
京
都

室
町
に
幕
府
を
開
き
ま
し
た
。

一
三
三
五
年
に
尊
氏
は
鎌
倉

の
中
先
の
乱
鎮
圧
の
報
賽
と
し

て
、
佐
々
目
郷
の
美
作
守
の
知

行
分
笹
目
郷
（
現
在
の
戸
田
市

笹
目
、
美
女
木
、
さ
い
た
ま
市

の
内
谷
、
曲
本
等
）
を
不
冷
座

本
地
供
料
所
と
し
て
鶴
岡
八
幡

宮
に
寄
進
し
ま
し
た
。

こ
の
笹
目
郷
地
区
は
荒
川
の

度
々
の
氾
濫
の
度
に
上
流
よ
り

腐
養
な
土
が
流
れ
込
み
、
稲
作

に
適
し
た
土
地
と
な
り
他
地
区

の
数
倍
の
石
高
を
生
み
、
中
世

を
通
じ
て
鶴
岡
八
幡
宮
の
財
政

の
三
分
の
一
を
賄
う
大
切
な
所

領
だ
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
ま

す
。佐

々
目
郷
の
日
常
的
な
支
配

や
管
理
運
営
に
あ
た
っ
て
い
た

の
は
「
政ま
ん

所ど
こ
ろ」

で
す
。
こ
の

政
所
は
、
鎌
倉
街
道
に
面
し
、

鶴
岡
八
幡
宮
の
末
社
と
し
て
勧

進
さ
れ
た
「
美
女
木
八
幡
宮
」

に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

戸
田
は
荒
川
に
囲
ま
れ
て
い

る
の
で
多
く
の
渡
船
場
が
あ
り

ま
し
た
。
上
流
か
ら

㈠
「
地
蔵
木
の
渡
」（
通
称
道

満
の
渡
）

㈡
「
大
野
の
渡
し
」
現
和
光
市

へ㈢
「
芝
宮
の
渡
し
」
和
光
市
へ

㈣
「
早
瀬
の
渡
し
」
豊
島
上
赤

塚
村
へ
。
鎌
倉
街
道
の
重
要
な

渡
船
場
で
し
た
。

㈤
「
戸
田
の
渡
し
」
江
戸
へ
通

じ
る
中
山
道
の
渡
船
場
で
最
も

規
模
の
大
き
い
渡
船
場
で
す
。

鎌
倉
時
代
か
ら
最
も
騒
っ
て

い
た
早
瀬
の
渡
し
も
、
昭
和
十

七
年
に
木
製
の
笹
目
橋
が
架
橋

さ
れ
、
そ
の
役
目
を
終
え
ま
し

た
。

�

（
小
島　

次
郎
）足利尊氏の寄進状

大規模修繕工事の　　　　　　　　　なら･･･『瑕疵保険』
国土交通大臣指定　住宅瑕疵担保責任保険法人

〒104-0031  東京都中央区京橋 1-6-1

株式会社 住宅あんしん保証

までお問合せください！ 住宅あんしん 検索

TEL:03-3562-8122  FAX:03-3562-8031
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会
員
管
理
組
合
情
報

交
換
会
開
催
の
案
内

会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
清
祥
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
又
平

素
は
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
10
月
、
平
成
２
年
創
立
以
来
開

催
し
て
お
り
ま
し
た
、
会
員
管
理
組
合

の
情
報
交
換
会
を
再
開
い
た
し
ま
し

た
。今

回
は
再
開
し
て
、
第
３
回
目
に
な

り
ま
す
が
、
会
場
の
都
合
も
あ
り
ま
し

て
、
参
加
希
望
管
理
組
合
は
、
１
団
体

２
名
と
し
て
情
報
交
換
会
に
提
起
す
る

テ
ー
マ
（
議
題
）
を
明
記
の
上
、
11
月

５
日
ま
で
に
届
く
よ
う
埼
管
ネ
ッ
ト
事

務
局
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
２
０
─
４
６
６
４

─
６
２
０
９
）
迄
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。勝

手
な
が
ら
、
先
着
順
５
管
理
組
合

締
め
切
ら
せ
て
頂
き
、
以
下
は
、
次
回

に
先
送
り
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

日
時　

11
月
７
日
（
土
）

午
後
１
：
00
～
３
：
00
ま
で

場
所　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

埼
管
ネ
ッ
ト　

事
務
局

住
所　

さ
い
た
ま
市
南
区
南
浦
和
３
─

３
─
17　

豊
曜
ビ
ル　

２
階
Ｂ
号

マンション Life バックナンバー ユーザー名　saikan-user パスワード　1510

事務局インフォメーション
1 、今年も 5月に会費の請求書と一緒に「理事長変更届」をお送りしておりますが、返信は ９月末現在18団体からし
かありません。変更時期はいろいろでしょうが、 1年中受け付けておりますので理事長の交代された管理組合・マン
ションライフ他、連絡の送付先変更されたい管理組合は、指定の変更届用紙にて、FAX・又は、郵送にて必ずご返
送ください。
役員任期が 2年の管理組合の場合は、理事長が交代した時点でご連絡をお願いします。
又、管理組合ポストの作られて無いマンションは、連絡が届かず、マンションライフも返送されてきます。
特に、小型マンションの場合は、必ず理事長の住居（部屋番号）をご連絡ください。
2、NPO埼管ネットでは、理事（新役員）を募集しております。
マンション管理を勉強するつもりで、参加してみませんか？
その気に成ったらTEL�048-887-９９21 佐々木迄ご連絡ください。
3、最近マンション内の問題も増えているようです。会員の相談申し込みは、面談希望日の 2週間前までに FAX、
又は郵送でお申し込みください。
相談申し込み日時は、相談対応者の都合もございますので、第 1希望日・第 2希望日等、日時を明記してお申し込み
ください。又、面談の日時を電話にてご確認ください。「会員の相談料は無料」です。
＊NPO法人埼管ネット　TEL�048-887-９９21　FAX�020-4664-620９
� 事務局担当　佐々木・小島

http://www.ymgs.co.jp

第 ２ 事 業 部 （北関東支店）

〒337-0051

埼玉県さいたま市見沼区東大宮５－５３－１２

TEL ０４８-６８７-１７１０ FAX ０４８-６８７-１７２１

の改修工事実績と

経験はお客様からの信頼の証です！

大規模修繕工事専門会社

実績に基づく豊富なノウハウ

充実のアフターケア

ホームページからの情報発信� http://www.saikan-net.com/
事務局への連絡にもご協力ください


